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院長　福西 成男

新型コロナウイルス感染症が未だ猛威をふるい、

日常の生活がままならない日々が続いています。

当院もマスク着用・手指消毒・入院時のPCR検査・面会制限など

多くのご協力に加え、昨年より病院南側の建物工事の騒音や

工事車両の往来などでご迷惑をおかけしています。

阪神地区に長くお住まいの方はご存じかと思いますが、

当院は非常に古い歴史を持つ病院です。 

創立は明治40年、旧陸軍の軍医総監であった菊池常三郎先生が

「阪神間唯一の民間総合病院」としてスタートしています。

大正10年に建築された西宮回生病院の建物は、ヨーロッパの

お城のような洋館でした。

その後、昭和9年の室戸台風によって病棟の南側を流失、

太平洋戦争を耐え抜いた戦後、昭和29年には病棟の西側が火災

によって焼失するなど、多数の苦難を乗り越えてきました。

さらに、昭和58年に老朽化の影響から建て替えを余儀なくされ、

平成28年には最後まで残っていた当院の象徴的なドーム型の

建物、正面玄関を解体することとなり、現在の私たちが働く

病院の建設に至っています。

唯一残っていた「西宮回生病院」と表記した緑色の屋上看板

も今回の解体で取り壊し、現在は令和5年4月の完成に向けて

新病棟の建設工事が進んでいます。

海辺に面していながら海が見えなかった病室の景色も変わります。

新病棟の病室では、椰子の木を介して西宮浜でマリンスポーツを

楽しむ様子が望めるようになります。

まさにオーシャンビューの眺望です。

病床数は122床から180床に増床し、西宮回生病院の本丸とも

いうべきリハビリテーション部のスタッフは、現在の91名から

144名に増員予定です。

明治・大正・昭和・平成を経て、今日の令和に至る当院の歴史を

振り返えるにあたり、スタッフ一同、地域医療に対する責任を強く

感じています。

もう一歩、変わろう。



明治 40年7月 15日から

今年で115年を迎えました。

職員の力を組み合わせて

新しいことに挑戦していきます。

来春、

新病棟完成予定

御影石の柱と

ドーム状の構造だった正面玄関

昭和60年　病院新築の際も保存した玄関

大正10年　赤い屋根が印象的な旧病棟



脳神経外科 部長　兒玉 裕司

整
形
外
科
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科

整形外科は 2016 年の新病院から診療実績が飛躍的に伸び、

手術件数は年々増加しています。なかでも人工関節置換術の

手術件数は市内屈指の数となりました。また、スポーツ整形

外科としても、プロスポーツ選手・日本代表レベルのトップ

アスリートのチームドクターとしての現場経験を元に、競技

復帰までのリハビリ介入、屋上にある人工芝やタータンを使

用したアスレティックリハビリの認知度が上がりました。

プロ選手だけでなく、ジュニアアスリート層や学童期・中高

年のスポーツ愛好家への治療実績も着実なものになりました。

当科の成長背景として、常勤医師が土曜の午前・午後ともに

診察を開始したことや 2021年度から西宮市の二次救急の病

院群輪番制に参画し、夜間救急に対応する病院に変貌したこ

とも信頼度につながったと感じます。また、手術治療とは別

の選択肢として、乾燥凍結 PRP療法や体外衝撃波疼痛治療を

導入・運用し、現在では利用者数も伸びています。

新病棟の増床により、診察・治療に当たる機会がさらに増える

なかで、当グループの「絶対に見捨てない」という理念を胸に

一般の疾患から変性疾患、スポーツ障害・スポーツ外傷など、

外来から入院に至る「どの過程」もより良いサービスと介入を

目指し、地域に必要とされるよう取り組んでまいります。

整形外科 部長　諸岡 孝俊

回復期リハビリテーション病棟の割合は、整形外科疾患である

「運動器疾患」と「脳血管疾患」が同程度とされています。

現在は運動器疾患の比率が多くなっていますが、来年度から

回復期リハビリテーション病床を拡充し、より多くの脳血管

疾患の方へのリハビリを提供できることとなりました。

現時点で総勢 91名の理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が

在籍し、切れ目のない 365 日のリハビリを提供しています。

日勤帯のみならず、夜間のトイレ動作観察・サポートや内容

をリハビリプログラムへ反映させるなど、社会復帰のための

治療を行っています。また、外来リハビリと訪問リハビリに

も注力しており、獲得した機能を退院後も維持しながら生活

環境に合わせ、修正を行える病院機能を整えています。

多くの脳血管疾患の方は、運動機能のみならず嚥下機能や

言語機能、脳高次機能などさまざまな障害が併存しているこ

とが一般的です。そのため、運動機能の回復と社会生活への復

帰に乖離が生じることも多いですが、当院のリハビリ体制であ

れば、退院後も脳血管疾患の方に貢献できると考えています。

また、懸念材料のひとつになる「再発」を防ぐため、

原因の特定とその管理の徹底にも留意しています。





看
護
部

看護師2名、社会福祉士5名、事務1名を配置し、医療・看護・福祉に関する
相談窓口として迅速で丁寧な対応と、できる限りの関連機関と連携を取り、
患者さんの治療に取り組んでいきます。

受付　月曜～金曜  午前 9:00～午後 5:00 / 土曜  午前 9:00～午後 1:00
FAX  0798-26-5567（直通）

「さする手、癒す手、つなげる手」という
看護理念があります。

・痛みを和らげる手
・心を癒すための手
・人と人、人と社会、すべてのものをつなぐための手

この３つの手で看護を提供しています。

入院時から患者さんの「なりたい自分の姿」に近づける
ことができるよう、患者さんの最も近い存在として看護
実践を行っています。
新病棟開設に伴い、より多くの患者さんとの出逢いが
待っていますが、変わらず３つの手を大切に実践します。

加えて、当院の看護部は介護福祉士や介護職員も
含んでおり、看護職と介護職混合のチームで共働
しています。

入院から退院までの過程を大切に、
ときには見守り、ときには寄り添い、看護と介護を
提供した結果として「この病院でよかった」と
思っていただける看護を目指して行きます。

地域連携室



「リハビリと言えば西宮回生病院」と地域の皆様や近隣事業所・
施設から確実な信頼をいただけるように努めてまいります。
来春からの増床に向け、整形外科疾患のリハビリと同様に脳血管
疾患や内科疾患・呼吸器疾患などあらゆる分野にも対応できるよ
う、医師・看護師とタッグを組んで、日々研鑽を重ねていきます。

また、地域に根ざしたリハビリの提供として、訪問リハビリや通所
リハビリといった在宅サービスも拡大していく予定です。
どの方面においても、リハビリの質と量、患者さんの気持ちに寄
り添い、身体面・精神面ともに良くなったと感じていただけるよ
う、励んでまいります。

リハビリテーション部



350人
常勤医師：15名

看護部門：81名

介護部門：26名

療法士：92名

その他コメディカル：80名

2022.8.1時点

職員数

122床
2023年4月に回復期リハビリテーション病棟の

ベッド総数は120床になります。

現在

病床数

233人
2021年度1日の平均外来患者数

42,262人
2021年度年間延べ入院患者数7,097人

2021年度年間初診患者数

設立

診療の数字

1907年
 7月15日

180床

2021年度年間延べ外来患者数
68,118人

8科
標榜診療科目

数字で見る西宮回生



人工膝関節置換術  114件 人工股関節置換術 120件 人工肩関節置換術  3件

半月板手術        137件

靱帯手術  　        28件

関節滑膜切除術      34件

関節鼠摘出手術      10件

関節鏡手術 209件

下肢骨折手術

上肢骨折手術

人工骨頭挿入術

アキレス腱手術

88件

74件

18件

15件

腱板修復術

肩反復性脱臼手術

肘関節手術

6件

1件

4件

外傷手術    206件
下腿骨骨切り術

大腿骨骨切り術

60件

6件66件
骨切り術手術

骨内異物除去術

手の外科手術

105件

32件

足の外科手術

その他

34件

54件225件
その他の手術

手術件数

237件人工関節手術

13,956件
1,163件

年間延べ訪問件数

月平均
※2022年5月〜7月集計

1日47.7件
直近3ヵ月

1日の訪問件数

訪問リハビリテーション

91.5%
在宅復帰率

5.51単位
110.2分

リハビリ提供時間

76.1％
重症患者の回復率

回復期リハビリテーション病棟の診療

113件
2021年度

新規利用登録数



整形外科 /スポーツ障害　担当　大西 慎太郎

痛みの原因となる機能障害がベースにある場合が大半ですので、理学療法を

併用することが原則と思われます。ただし、理学療法を含めた治療を行っても

痛みが続く場合、腱付着部症や骨由来の痛みであれば、体外衝撃波疼痛治療は

一定の効果が得られることが多い印象です。

難治性腱付着部炎の方は 7割くらいの方に効果があるという実感です。

初回の15分程度の治療で非常に高い効果が得られたという声をいただくこと

もあります。なかなか頑固な痛みが続いても、外科的治療が選択しにくい状況

の方にとっては、治療方法のひとつとして検討しても良いと考えています。

「衝撃波」という言葉を聞くと落雷やジェット機の発射音など
を想像されるかもしれませんが、短期間での除痛効果や中長
期的には変性組織の再構築を狙った治療です。
1980 年代から尿路結石の治療を中心に使用することが増え、
整形外科では機器をコンパクトに改良し、日本では2012年から
難治性の足底腱膜炎が保険適用となりました。

治療方法は、炎症部の深さなどを特定し、皮膚の上から
1回１０分～15分ほど照射し 1回目の治療が終了します。
照射する際に部位によって、一定の痛みを感じる場合が
ありますが、治療後は徒歩で帰宅できます。
照射直後からスポーツ参加などの制限はありません。

治療開始後は、まず 3回照射した後に初回の効果判定を
行います。その時点で痛みが残っている場合は、その後も
治療を継続いただくことで効果が高くなる場合もあります。

有効性が報告されている疾患は、足底腱膜炎のほかに、アキレス
腱炎・膝蓋腱炎(ジャンパー膝)・疲労骨折・上腕骨外側上顆炎
(テニス肘)などのスポーツ選手にみられる障害が多いです。
また、骨折後の偽関節や骨切り術後の遷延癒合といった骨の
トラブルにも効果が得られることが多くあります。

ただし、現状の保険適用は足底腱膜炎
のみで、ほかの治療は全額自己負担で
すが高校生や大学生、ジュニア層など
スポーツ障害の治療としての利用も
増えています。

もちろんアスリート以外の患者さんも治療可能です。
未成年は保護者の同意が必要ですが、皮膚を傷つける外科的治療
ではなく、外来治療が可能であり傷も
残らないため、年齢を問わず治療を
検討する方が増えてきました。

保険適用となる治療範囲は現時点で
難治性足底筋膜炎治療のみですが、
長引く痛みの治療方法のひとつとして
選択される方もいらっしゃいます。

体外衝撃波
疼痛治療

治療法と治療後の制限は？

じょうわんこつがいそくじょうか えん

せん えん  ゆ  ごう

しつがい

ぎ

どこの部位の治療が多い？

アスリート以外の人も使える？



吉矢 晋一整形外科 顧問

1979年
1984～1986年
2002年
2005年
2019年～

神戸大学医学部卒業
米国クリーブランドクリニック留学
神戸大学整形外科　助教授
兵庫医科大学整形外科　教授
西宮回生病院に勤務

vol.3

吉
矢
医
師
の
経
歴

出身は大阪市福島区ですが
神戸に暮らして
36年になりました。

一人ひとりの患者さんに対して手を抜かず、思いに応えること

を心がけています。患者さんには困っていることや気になって

いること、何でも話していただきたいと思っています。

一方で、もともと話好きで長くなってしまうことも…。

待ち時間が長くなったり、職員の方々にも負担をかけていると、

あとで反省することもあります（苦笑）

診察中に考えていること

Masaki Watanabe Awardは

関節鏡の生みの親として世界

的に著名な渡辺正毅先生の

業績を称えて創設されたもの

で、これまで14名の国内・海外

の医師が受賞されています。

昨年、その Awardをいただくことになり「僕がもらっていいの

か？」という戸惑いと「これまで自分のしてきたことが全国の先生

にも認めてもらえていた」というジワッとした喜びがありました。

受賞講演を行う際に、これまで支えていただいた人たちへの感謝

をこめて、副タイトルを「多くの人達に支えられて」としました。

※Masaki Watanabe Awardとは関節鏡・関節鏡視下手術で国際的に活躍する医師を選出する賞

MasakiWatanabe Award受賞について

実家は2代続いた薬局だったのですが、親から「跡を継げ」

とはあまり言われませんでした。

そのため、将来なりたい職業を考えたときに「世のため人の

ためになりそうな仕事」と思ったことと、親戚に医師がいる

環境でもあったことから医学部を選択しました。

医師を目指したきっかけ

最初は、自分のやったことにはっきりと結果が出る外科系

を志望していましたが、患者さんと力を合わせて社会復帰

を目指すリハビリテーションにも興味がありました。 

医学生だった当時、リハビリテーション科という専門領域の

医師が少なく、整形外科を基盤とするリハビリテーション医

が多かったこともあり、整形外科を選択しました。

整形外科の道に進んだ理由

教授退官後は「管理職の仕事から離れたい」と思い、診療中心の

生活を送らせてもらっています。

私自身の経験から、若いときに身につけたものが、その後の医師

としての基礎を形づくると考えています。今、一緒に仕事をしてい

る先生方には、医師としてこれからいっそう発展・成長するための

手助けができれば、と思っています。

退官後“今”だから言えること

出身の神戸大学整形外科医局では、卒業後の早い時期から

大学院に入って研究をする人もいましたが、私は研究より

も、まず医療の知識と技術を身につけたいと思い、大学院

には行きませんでした。研修医として1年単位で私立病院と

公立病院で過ごしながら経験を積み、その時の指導医から

の教えが私にとってかけがえのないものとなっています。

その後、卒後5年で米国に留学する機会をいただくことに

なり、2年半アメリカにあるクリーブランドクリニックで研究

中心の生活を送りました。その後、卒後9年目から14年間、

西宮市内の明和病院で経験したさまざまな出来事が今の

私の整形外科医としての基盤となっています。

若手医師だったときの思い出

これまで「自分の意志で道を切り開いてきた」というよりも

「与えられた環境で周囲の期待に応えられるよう力を尽くす」

姿勢で仕事をしてきました。大学教授時代は「周りの人たち

　　　　　　　　　　　  から求められていることをしよう」

　　　　　　　　　　　　　　　　と心がけていました。

大学教授としての姿勢

2018年の兵庫医科大学 整形外科医局教授時代の吉矢先生の隣に福西院長、左端から2人目に諸岡部長の姿も



NEWS＆TOPICS
SWH西宮 Futsal Club とスポンサー契約を締結しました

学会発表・研究実績

西宮市に拠点を置くフットサルチームです。「日本で一番強いえぇチーム」を目指し、

全日本フットサル選手権全国大会優勝を目標に活動されています。

また「サッカーも勉強も本気でやる」という理念のもと、SWH西宮スポーツ学習塾の

運営もされており、文武両道が叶う環境で次世代の育成にも尽力されているそうです。

男女ともにスポーツに取り組む選手とジュニア世代も含め、サポートしてまいります。

オンライン地域交流会を定期開催中です

今年度からさまざまな形で交流が持てるよう、オンライン形式の地域交流会を

定期開催しています。詳細・お申し込みなどはホームページに掲載中です。

第 1回：医療機関向け地域交流会　　　　　  （06 月 4日）

第 2回：近隣の施設・事業所向け地域交流会（10月 4日）

同一対象患者における 2種のインサートの kinematics－Ultra-Congruent(UC) 型 TKAと Posterior Stabilized 型
TKAの術中動態－

第 95回日本整形外科学会

TKA navigation 導入前の整形外科医を対象とした手術の実技講師
Knee Seminar 2022 Hands-on & Lecture（Stryker 社主催）

同一対象患者内でのBi-Cruciate Stabilized 型 TKA と Deep Dish 型 TKAの膝他動屈曲 kinematics の検討
（共同演者）東京オリンピックにおけるメディカルサポート～男子サッカー～

第 14回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会 /第 48 回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 /JOSKAS-JOSSM 2022
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講
演

白血球含有 PRP由来濃縮血小板由来成長因子の変形性膝関節症に対する除痛効果と効果規定因子についての検討
Opening wedge distal tuberosity osteotomy (OWDTO) におけるトラネキサム酸の止血効果の検討 : 
ランダム化比較対象試験

論
文

Anterior closing wedge osteotomy を併用した骨付き大腿四頭筋腱前十字靭帯再々再建術の 1 例

第 14回日本関節鏡・膝・スポーツ整形外科学会
第 48回日本整形外科スポーツ医学会学術集会 /JOSKAS-JOSSM 2022

学
会
発
表


